


院　長  山下 建昭

新年のご挨拶

　明けましておめでとうございます。本年も

菊池病院をどうぞよろしくお願い申し上げま

す。

　令和７年の干支は巳年です。巳（み、ヘビ）

は脱皮する姿から復活や再生を意味するよう

です。ひいては生命力や不老不死、更に富や

繁栄を象徴するようです。皆様にとって繁栄

する良い年になることを願います。

　今年も「最も大切なのは患者さんです。」「安

心して相談できる心と脳の専門医療を目指し

ます」をモットーに取り組んで参ります。当

院は一般精神科医療はじめ、認知症、強度行

動障害、難治性統合失調症、児童思春期ケア、

医療観察法などの分野に対応しています。こ

れらの治療を通して、地域に貢献して参りた

いと思います。新型コロナ感染症は、一昨年

５月で５類となり、特別な対応を要しなくな

りましたが、インフルエンザ同様にクラス

ターの発生には引き続き注意して取り組んで

おります。病院での面会時には、ご不便を感

じさせることがあるかもしれませんが、どう

ぞご理解とご協力の程を引き続きお願い申し

上げます。

　病院は、第一に患者さんがいて、第二にお

世話するスタッフがいて、さらに第三には健

全経営でないと継続できません。第一につき

ましては、気軽に相談できる環境整備に努め、

地域の皆様との医療連携をさらに推進し、院

内における受け入れ態勢を見直して参りたい

と思います。第二につきましては、当院には

優秀なスタッフが揃っており、働き方改革や

電子カルテの有効活用で働きやすい職場つく

りを目指します。結果として第三の要件が満

たせるように職員一丸となって知恵を出し

合って取り組んでいきたいと思います。

　国立病院機構のセーフティネット系の病院

として、変化に対応しながら今年も地域に貢

献して参りたいと思います。皆様のご支援・

ご協力をお願い申し上げます。
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高校生の
　1日看護体験

荒木 留美、丸岩 晃之
岡 　　愛、森　 孝子

　今回、認知症治療病棟で 3 名の高校生の 1 日看
護体験を受け入れました。
　受け入れ準備（計画）を通して、私たち自身も
改めて自院の強みや自分たちの看護とは何かを考
える機会となりました。
　感染対策に十分配慮した上で生活機能訓練の見
学を企画しました。今回は、患者さんが毎日日付
の確認をされる 8 月のカレンダー作りに参加して
いただきました。学生さんたちも、初めは緊張し
た面持ちで戸惑う様子が見られましたが、患者さ
ん方が塗り絵や糊付けを「一緒にしよう」と誘っ
てくださり、学生さんの表情にも自然と笑顔が出
てきました。また、作業療法士、看護師の対応を
見て「勉強になりました」という言葉も聞かれま
した。
　バイタルサイン測定、PPE 着脱も体験して頂き
ました。バイタルサイン測定では、お互いの測定
値が正常であることを確認すると、ホッとする様
子も見受けられました。N95マスクやガウン、フェ
イスシールドの着用では「暑い」と素直な感想が
聞かれました。

　また、現在看護師として働いている私たちが、
何故看護師の道を選んだのかについてお話する時
間も設けました。昔同じように高校生の 1 日看護
体験に参加し、看護師へ進む道を決めたというス
タッフの話を学生さんたちが真剣な眼差しで聞き
いっておられたのが印象的でした。
　今回受け入れた学生さんは、高校 1 年生と 2 年
生で、まだ今後の進路に迷われている方々がほと
んどでしたが、この体験が看護の道を考えるきっ
かけになっていただければ嬉しいです。

診療部長  田中 亨治

　長年使い慣れた紙カルテに別れを告げ、菊池病
院でも 2024 年 9 月 1 日から電子カルテの運用が
始まりました。電子カルテは大変複雑な情報シス
テムで、使いこなすために覚えなくてはならない
ことも多いですが、離れた場所で記事や薬歴を探
したり、指示や処方を出したりできるようになり、
動線の長い当院にとって強力なツールとなりまし
た。幸い、2025 年 1 月現在順調に稼働しています。
今回の貴重な投資を活かし、医療の質向上や業務
の効率化など、多方面に役立ててまいります。

　新しい道具を使い始めるときには相応の苦労が
あり、勇気も必要ですが、時代が求める変化に対
応し続け、病院をより良くしてゆきたいと考えて
います。

電子カルテ稼働について

NHO KIKUCHI HOSPITAL　　3



　当院は、西日本地区の認知症高齢者モデル事業施設とし
て指定され、その事業の一環として本研修を実施しており、
コロナ禍以降は Web 研修に切り替えて継続しております。
今年度も認知症の病態、治療、看護についての講義・演習
を 11 月 12 日（火）～ 14 日（木）の３日間で開催し、九
州各県及び大阪、岡山、愛媛等より計 35 名の看護職が参加
されました。研修後のアンケートでは、「認知症の患者さん
に起こる症状の機序について学び、日々の対応についても
振り返ることができた」、「今回の研修で学んだことを現場
に伝え、患者さんやご家族の思いに寄り添った看護をして
いきたい」等多くの回答をいただきました。今後も認知症
ケアの向上に寄与できるよう継続してまいります。本研修
開催にあたり、ご講義いただきました講師の皆様、ご協力
いただいた方々に感謝申し上げます。

教育師長  坂本 めぐみ

医療社会事業専門職  阿部 豊輝

　こころの健康相談の始まりは、20 年前の 5
月 12 日「看護の日」。メンタルヘルスの大切
さを伝えたいと、有志の職員が集まって始めた
小さな相談窓口でした。ゆめタウン光の森や、
コッコファームでの開催と回を重ねる毎に活動
規模も広がり、拠点型認知症疾患医療センター
の活動として地域包括支援センターと共催して
いた時期もありました。大津福祉まつりでは、

「菊池地域精神保健福祉の集い」の一環として、
毎年、精神障害者の社会参加や地域住民への理
解促進を目的に健康相談コーナーを担当してい
ました。

　しかし、熊本地震や COVID-19 感染拡大の
影響により、あっという間に全ての活動が無く
なり、いつしか当時を知る職員も少なくなって
いました。
　そんな中、令和 6 年 10 月に行われた大津福
祉まつりでこころの健康相談を再開することが
できました。わずか 8 名の相談でしたが、そ
れでも、発足当時の職員の想いを繋ぐことがで
きてホッとしています。また一から始まった小
さな窓口ですが、地域と繋がる窓口として守り
続けたいと想います。

こころの健康相談
～大津福祉まつりから新たな一歩を～

令和6年度第73回西日本認知症高齢者対策研修を開催しました
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第 4 回作品展示会
　令和 6 年 10 月 21 日から 11 月 1 日に “作品展示会” を開催しました。今年も院内から 63 点もの力
作を出品して頂き、展示会場は明るく彩られました。開催中は、病棟の患者様やデイケアの利用者様、
ご家族や病院スタッフなど多くの方々に足を運んで頂きました。最終日の表彰式では、表彰された方々
は皆さまの祝福を受けて充実した笑顔であふれました。

　また、来場された方から作者への温かいメッセージもたくさん頂きました。なかには、「何十年かぶ
りに家族から手紙をもらった。作品を見に来てくれた。」と涙を流して喜ばれていた方もいらっしゃい
ました。日頃の作者の皆様の頑張りを見てもらうことができ、とてもうれしく感じた瞬間でした。作品
展示会に関わって下さった皆様のおかげで、本年も大いに盛り上がりました。ありがとうございました。

リハビリテーション科

事務部長賞（団体）
南 2：彦星と織姫会えたよ

事務部長賞（個人）
南 1：紅葉とふくろう

看護部長賞（団体）
南 1：みんなの手でふくろう

院長賞（個人）
DC：動物園

院長賞（団体）
南 2：鯉の滝登り

看護部長賞（個人）
東：木目込み壁掛け
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　11 月 25 日と 12 月 23 日に「認知症高齢者
セミナー in きくち」が当院で開催されました。
このセミナーは、「認知症疾患及び認知症ケア
について理解を深め、日々の関わりに活かす」
ことを目的としています。認知症疾患医療セ
ンター長の塩沢真揮先生、認知症看護認定看
護師の坂本真一郎先生、認知症ケア専門士の
荒木留美先生より講義をして頂き、大津町地
域包括支援センターの日置美春先生、垂水眞

喜代先生より事例を提供して頂きました。セ
ミナーには介護支援専門員や介護福祉士など
45 名程が受講されました。活発な意見交換が
行われ、受講者からも「講義が分かりやすかっ
た。」「認知症ケアについて再認識できた。今
後の対応に活かしたい。」などと好評を頂きま
した。来年度も開催予定ですので皆さまのご
参加をお待ちしております。

地域医療連携係長  大野 智和

医療社会事業専門員  赤星 昂汰

　熊本県立美術館分館において「くまもと障が
い者芸術展」が開催され、当院デイケアから個
別作品を 7 作品、グループ作品を 1 作品出品
しました。毎年、利用者さんに創作活動の中で
作品を製作していただいていますが、今年は特
に力を入れて取り組まれたようです。
　また、デイケアでは院外バスレクとして障が
い者芸術展の鑑賞イベントを企画し、展示され

た作品を鑑賞してきました。ご自身で製作され
た作品が大きな芸術展に展示されているという
ことで緊張されていた利用者さんも、実際に展
示された作品を見て笑顔を浮かべていらっしゃ
いました。他の来場者の方々も当院から出品さ
れた作品を楽しまれていたようです。今後も創
作を通じて多くの方に喜んでもらえるよう、創
作活動に取り組んでいこうと思います。

芸術展バスレク

認知症高齢者セミナーinきくち
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南病棟２階の紹介

看護師長  宮川 さおり

　当病棟では統合失調症や気分障害、認知症に伴
う周辺症状などにより、社会生活や日常生活が困
難になられた患者さんに対して、医療や看護の提
供をしています。今年度より、精神科認定看護師
や退院調整看護師が配置され、より個別性を重視
した支援に努めています。週間カンファレンスで
は、曜日毎にテーマを決めて、倫理的視点で検討
するようにしています。また、多職種カンファレ

ンス（MDT 会議）も定期的に開催し、病棟医長
を中心に情報共有を行っています。患者さんが、
その人らしく地域で生活できることを目標に、薬
剤調整や環境調整をしています。入院生活を穏や
かに楽しく過ごして頂くために、七夕会やクリス
マス会など、季節のイベントを開催したり、患者
さんのご希望により、昼食バイキングなども企画
運営しています。

　栄養管理室では通常の食事提供だけではなく病棟での
イベント食や季節の行事食を提供しています。入院中の
食事は病気の治療目的だけではなく、患者様の楽しみで
もあるため満足していただける献立作りに努めていま
す。春はお花見弁当、夏は七夕や夏祭りメニュー、秋
は敬老弁当やハロウィンメニュー、冬はクリスマスやお
せち料理、七草、鏡開き、節分、バレンタインデーなど
入院中でも季節を味わっていただけるよう考案していま
す。病棟食事会では患者様の食べたいメニューを事前に
うかがって、給食で提供できる範囲でできるだけご要望
に沿いながら提供します。また、手作りデザートは季節
の食材を使用しながら一から手作りで提供しています。
今後もフードサービスを通して患者様に寄り添えるよう
栄養管理室一同努力していきたいです。

栄養管理室  緒方 ゆり

当院の行事食について

 カンファレンス風景

 昼食バイキング 七夕会
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交通機関
●ＪＲ豊肥本線三里木駅下車
　タクシー１０分

●熊本空港よりタクシー約２０分

【専門外来】
　◆老　年　期・・・担当医：塩沢
　◆物忘れ外来・・・認知症予防と認知症に対する専門外来を行っております。
　◆ MRI 検査・・・当院にて MRI 検査をうけることができます。

【受診方法】
　◆診察については予約制となっております。
　　初診の方：地域医療連携室で予約を行っております。
　　電話番号は 096-248-2111
　　再診の方：診察後、次の診察日をご予約下さい。
　　予約の無い方は外来に電話で予約して下さい。

【診察時間】
　受　　付　　８：３０～１５：００
　診　　療　　８：３０～１７：００
　休　　診　　土・日曜、祝祭日、振替休日、
　　　　　　　年末年始（１２月２９日～１月３日）

（令和 7 年 1 月 1 日現在）

項目 月 火 水 木 金

新　患

田　中 亨 新　井
（９：15 ～ 16：00）

三　浦
（午前） 武　市 渡　邉

西　尾 （西　尾）
渡　邉

（第２・第４）
もの忘れ
外来新患 （塩　沢） 塩　沢 塩　沢

子供外来

新　井
（再来）
（午前）

田　中 恭
（再来）
（午前）

田　中 恭
（再来）
（午後）

田　中 恭
（再来・新患）

（午後）

新　井
（再来・新患）

（午後）

再　来

塩　沢 瀬　田 渡　邉 坂　西 山　下
（午前）

武　市 山　下 両　角 西　尾 田　中 亨

坂　口 三　浦
（午後） 瀬戸口 塩　沢

三　浦
（午後）

新　井
（９：15 ～ 16：00） （武　市）

　　　　独立行政法人　国立病院機構　菊池病院
〒861‐1116 熊本県合志市福原 208

TEL ０９６‐２４８‐２１１１　 FAX ０９６‐２４８‐４５５９
https://kikuchi.hosp.go.jp/
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